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内
閣
官
房
組
織
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

政
令
第
六
十
二
号

内
閣
官
房
組
織
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
内
閣
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
号
）
第
二
十
五
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

内
閣
官
房
組
織
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
二
百
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
の
三
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
公
文
書
監
理
官
）

第
四
条
の
四

内
閣
総
務
官
室
に
、
公
文
書
監
理
官
一
人
（
関
係
の
あ
る
他
の
職
を
占
め
る
者
を
も
つ
て
充
て
ら
れ
る

も
の
と
す
る
。）を
置
く
。

２

公
文
書
監
理
官
は
、
命
を
受
け
て
、
内
閣
官
房
の
所
掌
事
務
に
関
す
る
公
文
書
類
の
管
理
並
び
に
こ
れ
に
関
連
す

る
情
報
の
公
開
及
び
個
人
情
報
の
保
護
の
適
正
な
実
施
の
確
保
に
係
る
重
要
事
項
に
つ
い
て
の
事
務
並
び
に
関
係
事

務
を
総
括
整
理
す
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

経
済
産
業
省
組
織
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

政
令
第
六
十
三
号

経
済
産
業
省
組
織
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
国
家
行
政
組
織
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
二
十
一
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の

政
令
を
制
定
す
る
。

経
済
産
業
省
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
五
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
二
条
の
見
出
し
中
「
政
策
立
案
総
括
審
議
官
」
の
下
に
「
、
公
文
書
監
理
官
」
を
加
え
、
同
条
第
一
項
中
「
政

策
立
案
総
括
審
議
官
一
人
」
の
下
に
「
、
公
文
書
監
理
官
一
人
（
関
係
の
あ
る
他
の
職
を
占
め
る
者
を
も
っ
て
充
て
ら

れ
る
も
の
と
す
る
。）」
を
加
え
、
同
条
中
第
九
項
を
第
十
項
と
し
、第
四
項
か
ら
第
八
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、

第
三
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

公
文
書
監
理
官
は
、
命
を
受
け
て
、
経
済
産
業
省
の
所
掌
事
務
に
関
す
る
公
文
書
類
の
管
理
並
び
に
こ
れ
に
関
連

す
る
情
報
の
公
開
及
び
個
人
情
報
の
保
護
の
適
正
な
実
施
の
確
保
に
係
る
重
要
事
項
に
つ
い
て
の
事
務
並
び
に
関
係

事
務
を
総
括
整
理
す
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

経
済
産
業
大
臣

世
耕

弘
成

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

◇
海
上
保
安
官
に
協
力
援
助
し
た
者
等
の
災
害
給
付
に
関

す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
政
令
第

六
七
号
）（
国
土
交
通
省
）

１

常
時
介
護
を
要
す
る
状
態
に
あ
り
実
費
を
支
出
し
て

介
護
を
受
け
た
日
が
あ
る
場
合
の
介
護
給
付
の
限
度
額

を
一
六
万
五
、
一
五
〇
円
に
、
常
時
介
護
を
要
す
る
状

態
に
あ
り
親
族
等
に
よ
る
介
護
を
受
け
た
日
が
あ
る
場

合
の
介
護
給
付
の
額
を
七
万
〇
、
七
九
〇
円
に
、
随
時

介
護
を
要
す
る
状
態
に
あ
り
実
費
を
支
出
し
て
介
護
を

受
け
た
日
が
あ
る
場
合
の
介
護
給
付
の
限
度
額
を
八
万

二
、
五
八
〇
円
に
、
随
時
介
護
を
要
す
る
状
態
に
あ
り

親
族
等
に
よ
る
介
護
を
受
け
た
日
が
あ
る
場
合
の
介
護

給
付
の
額
を
三
万
五
、
四
〇
〇
円
に
、
そ
れ
ぞ
れ
引
き

上
げ
る
こ
と
と
し
た
。（
第
四
条
の
二
第
二
項
関
係
）

２

こ
の
政
令
は
、
平
成
三
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
こ
と
と
し
た
。

◇
証
人
等
の
被
害
に
つ
い
て
の
給
付
に
関
す
る
法
律
施
行

令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
政
令
第
六
六
号
）（
法
務

省
）

１

常
時
介
護
を
要
す
る
状
態
に
あ
り
実
費
を
支
出
し
て

介
護
を
受
け
た
日
が
あ
る
場
合
の
介
護
給
付
の
限
度
額

を
一
六
万
五
、
一
五
〇
円
に
、
常
時
介
護
を
要
す
る
状

態
に
あ
り
親
族
等
に
よ
る
介
護
を
受
け
た
日
が
あ
る
場

合
の
介
護
給
付
の
額
を
七
万
七
九
〇
円
に
、
随
時
介
護

を
要
す
る
状
態
に
あ
り
実
費
を
支
出
し
て
介
護
を
受
け

た
日
が
あ
る
場
合
の
介
護
給
付
の
限
度
額
を
八
万
二
、

五
八
〇
円
に
、
随
時
介
護
を
要
す
る
状
態
に
あ
り
親
族

等
に
よ
る
介
護
を
受
け
た
日
が
あ
る
場
合
の
介
護
給
付

の
額
を
三
万
五
、
四
〇
〇
円
に
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
る

こ
と
と
し
た
。（
第
五
条
の
二
第
二
項
関
係
）

２

こ
の
政
令
は
、
平
成
三
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
こ
と
と
し
た
。

等
に
よ
る
介
護
を
受
け
た
日
が
あ
る
場
合
の
介
護
給
付

の
額
を
三
万
五
、
四
〇
〇
円
に
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
る

こ
と
と
し
た
。（
第
七
条
の
二
第
二
項
関
係
）

２

こ
の
政
令
は
、
平
成
三
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
こ
と
と
し
た
。

◇
公
立
学
校
の
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師

の
公
務
災
害
補
償
の
基
準
を
定
め
る
政
令
の
一
部
を
改

正
す
る
政
令
（
政
令
第
六
九
号
）（
文
部
科
学
省
）

１

介
護
補
償
の
額
を
引
き
上
げ
る
こ
と
と
し
た
。（
第
六

条
の
二
第
二
項
関
係
）

２

休
業
補
償
等
の
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
補
償
基
礎

額
を
引
き
上
げ
る
こ
と
と
し
た
。（
別
表
関
係
）

３

こ
の
政
令
は
、
一
部
の
規
定
を
除
き
、
平
成
三
一
年

四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

◇
東
日
本
大
震
災
に
つ
い
て
の
激
甚
災
害
及
び
こ
れ
に
対

し
適
用
す
べ
き
措
置
の
指
定
に
関
す
る
政
令
及
び
平
成

三
十
年
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
に
よ
る
災
害
に
つ
い
て

の
激
甚
災
害
及
び
こ
れ
に
対
し
適
用
す
べ
き
措
置
の
指

定
に
関
す
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
政
令
第

六
八
号
）（
内
閣
府
本
府
）

１

東
日
本
大
震
災
に
係
る
中
小
企
業
信
用
保
険
法
に
よ

る
災
害
関
係
保
証
の
特
例
の
適
用
期
間
を
平
成
三
二
年

三
月
三
一
日
ま
で
延
長
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
条
関

係
）

２

平
成
三
〇
年
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
に
よ
る
災
害
に

係
る
中
小
企
業
信
用
保
険
法
に
よ
る
災
害
関
係
保
証
の

特
例
の
適
用
期
間
を
平
成
三
二
年
三
月
三
一
日
ま
で
延

長
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
二
条
関
係
）

３

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し

た
。
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